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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
「
人
と
自
然
が
輝
く
ま
ち　

み
ほ
」
の
村
政
運
営
の
先
頭
に
立
ち
、
執
行
部
と
村
議
会
の
総

合
力
を
生
か
し
、
長
い
歴
史
が
育
ん
で
き
た
美
浦
村
の
文
化
を
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん

で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
朝
鮮
が
度
重
な
る
国
際
社
会
の
強
い
抗
議
と
警
告
を
無
視

し
て
、
我
が
国
を
飛
び
越
え
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行
し
、
さ
ら
に
過
去
の
核
実
験
に
比
べ

は
る
か
に
大
き
な
核
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
平
和
と
安
全
に
重
大
な
脅
威
を
及
ぼ
す

と
と
も
に
、「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
進
め
る
美
浦
村
民
の
思
い
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ

て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
政
府
に
は
、
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
を
含
め
一
層
の
外
交
努
力

を
図
る
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。

　

昨
今
の
国
内
の
経
済
状
況
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
７
〜
９
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
期
比
年
率
プ

ラ
ス
１
・
４
％
と
、
７
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長
で
、
景
気
に
つ
い
て
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が

続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
突
然
行
わ
れ
た
衆
議
院
解
散
総
選
挙
は
、

消
費
税
増
税
の
是
非
、
原
発
政
策
、
北
朝
鮮
情
勢
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
国
民
に
問
う
場
と
な
り
ま

し
た
が
、
結
果
は
与
党
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
が
「
現
在
の
路
線
を
継
続
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
意
思
の
表
れ
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
内
閣
に
は
そ
の
期
待
を
裏
切
る
事
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
少
子

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ美

浦
村
長

　
　

中　

島　
　

栄
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高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策
等
山
積
し
て
い
る
諸
問
題
に
対
し
て
も
、
確
か
な
政
策
の
実
行
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
牛
久
市
出
身
の
稀
勢
の
里
関
が
、
１９

年
振
り
日
本
出
身

の
横
綱
に
昇
進
し
ま
し
た
。
土
浦
市
出
身
の
髙
安
関
も
大
関
に
昇
進
し
、
茨
城
県
出
身
の
関
取
と
し

て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
拠
点
と
し
て
、
昨
年
３

月
に
竣
工
し
た
『
地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
』
は
、
情
報
発
信
の
場
、
少
子
高
齢
化
の
課
題

解
決
に
向
け
た
子
育
て
支
援
機
能
、
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
地
域
産
品
直
売
所
を
併
せ
持
つ
地
域

交
流
の
拠
点
で
あ
り
、
施
設
内
に
設
置
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
１０

月
１２

日
に
延

べ
１
万
人
を
達
成
し
、
そ
の
効
果
は
除
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
表
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
交
流
館
に
つ
い
て
、
１０

月
に
、
ま
ち
づ
く
り
方
針
や
多
機
能
的
な
施
設
で
あ
る
こ
と
等
が
総

合
的
に
評
価
さ
れ
、
茨
城
県
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
顕
彰
事
業
の
「
ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン

リ
ボ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１１

月
に
は
、
交
流
館
を
中
心
と
し
た
「
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
」
事
業
が
特
徴
的
で
あ
り
、
優
良
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
「
地
方
自
治
法
施
行
７０

周
年

記
念
総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

美
浦
村
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た
伝
統
文
化
の
継
承
や
自
然
環
境
の
保
全
は
、
私
た
ち
が

担
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政

が
手
を
携
え
、
主
体
的
・
自
立
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
礎

自
治
体
た
る
美
浦
村
の
継
承
・
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
美
浦
村
が
誇
る
霞
ケ
浦
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
豊
か
な
景
観
は
、
人
々
の
心
に
癒
し
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

を
未
来
に
繋
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
特
色
の
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
た
施
策
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
「
地
域
主
権
」
の
確
立
に
向
け
て
村
民
の
皆
さ
ま
自
ら
が
村
づ
く
り
に
参
加
さ
れ
、「
自
分
た

ち
の
村
は
自
分
た
ち
で
創
り
守
る
」
を
念
頭
に
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
最
大
限
努
力
し
て
参

り
ま
す
。
住
民
が
主
役
の
村
政
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆

さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

◎総務課・広報係

      ☎０２９－８８５－０３４０内線２０５

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
講
演
会

ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
運
動
講
演
会

　

１２
月
３
日
中
央
公
民
館
で
、「
美
浦
村
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ

ー
ム
運
動
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
美
浦
村
出
身
で
元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
あ
る
阿
井
英
二
郎
さ
ん
を
招
き
、「
心
の
成

長
を
促
す
〜
セ
ル
フ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
〜
」
と
い
う
演
題
で
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
般
企
業
の
社
員
、
教
諭
や
プ
ロ
野
球

選
手
、
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て
の
自
分
自
身
の
経
験
談
を
交
え

な
が
ら
の
お
話
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
前
に
は
村
内
教
育
機
関
で
作
成
さ
れ
た
、「
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
し
お
り
」
優
秀
作
品
が
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
講
演
会
終
了
後
に
は
光
と
風
の

丘
公
園
野
球
場
に
て
野
球
教
室
が
実
施
さ
れ
、

４２
名
の
児
童
が
熱
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

１２
月
１０
日
、
中
山
競
馬
場
（
千
葉

県
船
橋
市
）
で
、
美
浦
の
名
前
を
冠

し
た
レ
ー
ス
「
美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
際
し
て

は
広
報
み
ほ
で
観
戦
者
の
募
集
が
行

わ
れ
、
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
設
会
場
で
は
、
村
観
光
協
会
に

よ
る
美
浦
村
産
の
農
産
物
や
水
産
加

工
品
等
の
販
売
、
ま
た
昨
年
に
引
き

続
き
、
ウ
イ
ナ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
に
お

い
て
美
浦
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
会
も
開
催
さ
れ
、
と
も
に
好
評

を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
美
浦
ス
テ
ー
ク
ス
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
記
念
品
と
し

て
、
ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ
ィ
と
米
２

俵
が
関
係
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　平成２９年秋の叙勲にて、葉梨修さんが瑞宝双光

章を受章されました。１１月１０日に国立劇場（東京

都千代田区）にて勲章伝達式に出席。その後皇居

を訪問し、天皇陛下よりお言葉を賜りました。

　葉梨さんは昭和４４年より教職につき、平成１８年

からは４年にわたり美浦村の教育長としてご活躍

されました。このように学校教育および社会教育

に対する功績等が認められての受章となりました。

このたびの受章、おめでとうございました。

　茨城県では県勢の発展に著しい功績があった方

を表彰しています。県の名声を高め、明るい話題

を提供された方に贈られる特別功労賞（スポーツ

の振興）に本村在住の田山寛豪さんが選ばれ、１１

月１３日に県庁にて表彰式が行われました。

　田山さんはトライアスロン選手として国内外の

大会で活躍したこと等が評価されての受賞です。

今後は自らも競技に参加しつつ、後進の育成に力

を注がれるそうです。おめでとうございます。

【
優
勝
】
テ
オ
ド
ー
ル
号

馬
主
：
（
有
）
サ
ン
デ
ー
レ
ー
シ
ン
グ

調
教
師
：
国
枝    

  

栄
さ
ん

騎　

手
：
Ｖ

・
シ
ュ
ミ
ノ
ー
さ
ん

厩
務
員
：
根
岸 

真
彦
さ
ん

「
ノ
ー
テ
レ
ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
し
お
り
」
優
秀
作
品

◎
美
浦
幼
稚
園
す
み
れ
組　

織
田
彩
瑚
さ
ん

　

「
ゲ
ー
ム
や
め　

そ
と
で
あ
そ
ぼ
う　

げ
ん
き
に
ね
」

◎
大
谷
小
学
校
２
年　

小
村
真
矢
さ
ん

　

「
ノ
ー
ゲ
ー
ム　

時
間
を
き
め
て　

お
手
つ
だ
い
」

◎
安
中
小
学
校
４
年　

坂
部
嘉
凜
さ
ん

　

「
ス
マ
ホ
よ
り　

大
切
な
の
は　

家
族
だ
よ
」

◎
大
谷
小
学
校
５
年　

兒
島
真
帆
さ
ん

　

「
話
そ
う
ね　

今
日
見
た
こ
と　

感
じ
た
こ
と
」

◎
美
浦
中
学
校
３
年　

栗
原　

栞
さ
ん

　

「
ノ
ー
ス
マ
ホ　

画
面
の
中
よ
り　

地
域
の
中
へ
」

ひ ろ か つ

美
浦
ス
テ
ー
ク
ス

美
浦
ス
テ
ー
ク
ス

葉梨修さん

　瑞宝双光章受章

葉梨修さん

　瑞宝双光章受章

田山さん県より特別功労賞田山さん県より特別功労賞
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　地方自治法施行７０周年を記念し、地方自治の伸

展及び住民の福祉の増進に努めたものに対して表

彰を行う地方自治功労表彰において、「自らの創意

工夫により優れた施策を実施し、地方自治の充実

発展に寄与した市町村」として美浦村が総務大臣

表彰を受けました。

　これは、地域交流館みほふれ愛プラザを中心と

した「小さな拠点づくり」事業が特徴的、かつ優良

な取り組みであると認められ表彰されたものです。

今後もまちづくりの拠点として多くの方に活用さ

れるといいですね。

　１０月１０日、県民文化センター（水戸市）において

第３９回地域安全茨城県民大会が開催され、日頃の

防犯活動の功績により、美浦村防犯連絡員協議会

美駒分会の宮本勝夫さんが地域安全功労者として、

美浦村防犯連絡員協議会木原分会の宮本秀夫さん

が優良防犯連絡員として表彰されました。

　今後とも、地域の皆さんの安心・安全のための

活躍を期待しております。

　１１月３０日、水戸プラザホテルにおいて「大好き

いばらき県民運動表彰式」が行われ、次の方が各

賞を受賞されました。おめでとうございます。

　１２月３日、大谷小学校吹奏楽部が習志野文化ホ

ール（千葉県）にて行われた「ＴＢＳこども音楽コ

ンクール東日本優秀演奏発表会」の小学校管楽部

門にて優良賞を受賞しました。部員たちは会場い

っぱいに素敵な音色を鳴り響かせ、今年度も素晴

らしい活躍で活動を締めくくることができました。

優　勝　土屋Ａ

準優勝　美駒Ｂ

第３位　信太Ａ

大谷小学校吹奏楽部第２６回定期演奏会

◇日時　２月４日（日）午後１時３０分～

◇会場　美浦村中央公民館大ホール

◇曲目　「ディズニーステージ」他

◇問合せ　大谷小学校（三井）☎０２９－８８５－２３０９

◎第４５回花と緑の環境美化コンクール

・団体・職場の部　茨城県造園建設業協会長賞

　馬見山花の会

・地域の部　大好きいばらき県民会議理事長賞

　山王福寿会

◎第２８回大好きいばらき作文コンクール

小学校低学年の部　大好きいばらき県民会議理事長賞

大谷小学校３年　椎名実花さん

地方自治法施行７０周年記念
総務大臣表彰
地方自治法施行７０周年記念
総務大臣表彰

大好きいばらき県民会議表彰大好きいばらき県民会議表彰

地域安全茨城県民大会で表彰地域安全茨城県民大会で表彰

大谷小吹奏楽部が優良賞！大谷小吹奏楽部が優良賞！

地区対抗ゴルフ大会地区対抗ゴルフ大会

１１/１３　おかだいらゴルフリンクス１１/１３　おかだいらゴルフリンクス

　元村議会議員の後沢綱義氏（平成２９年７月２６日

死去・享年８２歳）が叙勲の栄に浴され、旭日単光

章が贈られました。

　後沢氏は、昭和６２年に村議会議員に当選し、以

来４期１６年間にわたり、卓抜なる見識と高邁な政

治信念をもって村の発展に多大な貢献をされまし

た。このたびは、永年の功績が認められての受章

となりました。ここに生前の功績をたたえ、心よ

りご冥福をお祈りいたします。

故後沢綱義氏に旭日単光章故後沢綱義氏に旭日単光章
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「
住
み
た
い
村
づ
く
り
」

　
　
　

講
演
会
を
終
え
て

山
岡
つ
ぎ
子

　

私
た
ち
は
、「
住
み
た
い
村
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進
め
、

昨
年
度
は
村
内
の
幼
稚
園
・
保
育

所
に
通
う
幼
児
の
い
る
家
庭
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、

今
年
度
は
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
（
預
か
る
）
側
の
保
育
所
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方

方
よ
り
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
「
住
み
た
い

村
づ
く
り
」
を
皆
で
考
え
よ
う
と

清
山
先
生
、
加
藤
先
生
を
お
迎
え

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

清
山
先
生
は
、『
急
速
に
す
す
ん

で
い
る
高
齢
化
社
会
そ
し
て
少
子

化
で
、
ま
す
ま
す
揺
ら
ぐ
今
の
社

会
に
質
の
高
い
労
働
力
の
確
保
が

必
要
な
の
に
、
次
世
代
が
空
洞
化

し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
女
性
・

若
者
・
高
齢
者
の
能
力
の
活
用
推

進
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
特
に
、

女
性
の
能
力
・
女
性
の
活
躍
を
支

援
す
る
社
会
の
構
築
で
「
出
産
・

子
育
て
・
介
護
」
と
「
キ
ャ
リ
ア
」

の
両
立
は
可
能
に
な
る
』
と
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
行
政
・
村
内

企
業
・
住
民
と
で
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
家
庭
科
と
は
衣
食
住
の
学

び
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

『
家
庭
科
の
分
野
は
、
衣
食
住
、

保
育
（
子
育
て
へ
の
理
解
）
、
家
族

・
家
庭
（
男
女
共
同
参
加
社
会
）
、

家
庭
経
済
・
消
費
教
育
・
環
境
教

育
、
高
齢
者
と
の
か
か
わ
り
、
生

活
文
化
の
理
解
・
継
承
、
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
生
き
る
力
を

育
み
、
地
域
づ
く
り
の
学
び
で
あ

る
』
と
の
加
藤
先
生
の
お
話
に
、

私
は
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
ま
し

た
。
家
庭
科
を
学
ぶ
の
は
現
在
・

将
来
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
。
そ
し
て
基
本
的
欲
求
の
充

足
（
愛
情
・
所
属
）
と
家
族
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
地

域
活
性
化
に
繋
げ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
育
成
が
「
住
み
よ
い
村

づ
く
り
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
と

の
先
生
の
言
葉
に
活
動
の
道
を
戴

い
た
思
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
多
く
の
村
民
の
方
々

と
多
角
的
視
点
か
ら
意
見
交
換
等

を
積
み
重
ね
、
「
住
み
た
い
村
」
に

な
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
演
題
》

共に輝くみほの会

男女がともに

輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに

輝くためために

□お問合せ　役場企画財政課

　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

□お問合せ　役場企画財政課

　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

一
つ
財
布
に
二
人
の
汗
を
入
れ
て
苦
楽
の
道
を
踏
む　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

曲
が
り
く
ね
っ
た
人
生
行
脚
母
の
生
き
様
道
標　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

亡
父
の
書
物
に
紛
れ
た
写
真
セ
ピ
ア
色
し
た
若
い
母　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

妻
は
社
交
家
「
チ
ン
し
て
食
べ
て
」
走
り
書
き
し
て
忘
年
会　
　
　

山
崎
笑
子

時
代
変
わ
っ
て
道
徳
心
も
失
せ
て
良
い
子
が
悪
く
な
る　
　
　
　

篠
原
美
千
代

辛
い
道
の
り
幼
子
抱
え
越
え
て
咲
か
せ
た
母
娘
花　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

生
き
た
証
の
俚
謡
読
む
道
に
夢
は
果
て
な
く
宝
物　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

息
も
絶
え
絶
え
山
道
登
り
ゃ
眩
し
眼
下
の
滝
紅
葉　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

苦
労
坂
道
誰
も
が
出
合
う
越
え
て
人
生
春
も
来
る　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
道
を
信
じ
悩
ん
で
生
き
て
い
く　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

書
道
習
っ
た
息
子
の
便
り
返
事
書
く
の
に
気
が
引
け
る　
　
　
　

武
田
か
ず
お

妻
と
書
い
て
は
た
め
息
ひ
と
つ
女
独
り
の
長
い
夜　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

派
手
な
喧
嘩
の
思
い
出
遠
く
今
は
一
緒
の
医
者
の
道　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

姿
勢
正
し
て
机
に
向
か
い
古
希
の
手
習
い
書
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

見
れ
ば
一
目
で
感
じ
る
文
字
は
「
武
田
双
雲
」
書
の
力　
　
　
　
　

木
村
幸
子

も
っ
と
大
き
な
道
・
山
・
川
を
想
い
描
い
た
ふ
る
さ
と
よ　
　
　
　

山
口
壱
路

ザ
ク
ザ
ク
と
大
地
の
吐
息
霜
柱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

足
出
せ
ば
扉
が
開
く
去
年
今
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

目
が
覚
め
て
霜
の
声
聞
き
衿
合
わ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

喜
寿
祝
ふ
小
春
日
和
の
あ
り
が
た
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

縄
飛
の
ま
あ
る
く
風
を
ち
ぎ
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

ボ
ロ
の
如
猫
の
眠
む
れ
る
小
春
縁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

着
ぶ
く
れ
て
二
人
の
距
離
は
縮
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

電
飾
を
ま
と
う
湖
畔
の
冬
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

憂
き
事
を
さ
ら
り
と
流
し
戌
年
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

石
地
蔵
つ
た
の
衣
で
お
し
ゃ
れ
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

小
春
日
や
大
仏
笑
み
て
風
静
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
美
也
香

北
吹
き
ぬ
口
笛
の
せ
て
村
に
下
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

袋
田
の
刈
田
に
残
る
わ
ら
ボ
ッ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

十
二
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
書
・
道｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

う

こ

ぞ

こ

と

し

え
ん

ご
と

か

っ

た

え

り

お

ち
　

ち

う
　

た

お

や

こ

ば

な

◎
働
く
お
か
あ
さ
ん
、
働
く
お
ば
あ

　

ち
ゃ
ん
の
家
計
と
経
済

・

講
師　

清
山
玲
氏
（
茨
城
大
学
人
文

　

社
会
科
学
部
法
律
経
済
学
科
教
授
）

◎
と
も
に
生
き
る
と
も
に
暮
ら
し
を

　

創
る
家
庭
科
…
生
き
る
力
・
豊
か

　

な
心

・

講
師　

加
藤
路
子
氏（
全
国
高
等
学

　

校
長
協
会
家
庭
部
会
事
務
局
長
・
元

　

茨
城
県
立
土
浦
第
二
高
等
学
校
長
）

（
講
演
会
開
催
日　

１１
月
２３
日
）



77 広報みほ　平成３０年１月号

若者向け

　　　　　　　被害防止キャンペーン中

　１月から３月までの間「若者向け悪質商法被害防止キャンペーン」を実施いたします。インターネット、

ＳＮＳ、スマートフォンやタブレットの利用は低年齢層にも広がっています。その為、若者がキャッチセ

ールス、マルチ商法、ワンクリック請求等のトラブルに巻き込まれることも少なくありません。

　被害防止のために美浦村では、成人式や４カ月児健診時の保護者に啓発資料を配布しています。トラブ

ルに巻き込まれたら、すぐに全国共通、局番なしの１８８（いやや）消費者ホットラインへ！お近くの消費

生活センターにつながります。

スマートフォンで動画を見せるときは、大人が付き添いましょうスマートフォンで動画を見せるときは、大人が付き添いましょう

　娘を寝かせるため、スマホで動画を見せていた。別室で家事をしていたところ、娘が何か話してい

るので、驚いて行ってみると、アダルトサイトの請求画面が表示されていた。スマホの画面に表示さ

れた広告をクリックしたらしい。請求画面には「１年で３０万円」とあり、退会しようと電話やメール

をしてしまった。伝わってしまった個人情報が心配だ。　　　　　　　　　（当事者：５歳　女児）

【ひとこと助言】

　スマートフォンやタブレットの利用は、１０歳未満の低年齢層にも広がっています。子どもに端末を渡し

て動画を見せていたところ、目を離した隙にアダルトサイトの請求画面が表示されたという相談が寄せら

れており、注意が必要です。子どもは大人が想像する以上に簡単に操作してしまうことがあります。子ど

もが利用する場合は、必ず大人が付き添うようにしましょう。アダルトサイトの請求画面が出ても、慌て

てお金を支払ったり、相手に連絡したりしてはいけません。

　不安に思ったりトラブルにあったりした場合は、早めにお住まいの自治体の消費生活センター等にご相

談ください。 ▼消費者ホットライン１８８　　　　　　（国民生活センター子どもサポート情報より抜粋）

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ
「若者も被害は１８８！」「若者も被害は１８８！」

食の安心安全サポーター研修食の安心安全サポーター研修

米粉の和風シフォンケーキ・サラダ・スープ

【日時・参加費】１月２４日（水）午前１０時　参加費５００円

味噌作りを体験しよう！　２キロ弱の味噌と簡単な昼食を作ります。

【日時・参加費】１月２５日（木）午前１０時　参加費１，０００円

味噌作りの準備に参加できる方も募集します！

【日時】１月２４日（水）米粉のランチ作りと並行して準備します。同日午後もできると助かります。

い　や　やい　や　や

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時

（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）

※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

消費生活に 関 す る相 談 は

い や や

《共通事項》

【場所】中央公民館　調理室

【人数】各１０名

【持参する物】

　エプロン、三角巾、味噌作り参加

　者は味噌を入れる容器

【申込み】１月１７日（水）までに消費

　生活センターにお申込みください。

米粉を使ったランチや味噌を一緒に作りましょう！米粉を使ったランチや味噌を一緒に作りましょう！
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◇
対
象
と
な
る
診
療　

診
察
、
処

置
･
手
術
等
の
治
療
、
薬
や
治

療
材
料
の
支
給
、
入
院
･
看
護
、

在
宅
療
養
･
看
護
、
訪
問
看
護

※
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
患

者
の
希
望
に
よ
る
保
険
外
診
療
、

歯
科
診
療
で
特
殊
な
素
材
を
使

用
し
た
差
額
診
療
や
自
由
診
療

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
外
の
診
療　

保
険
適
用
外

の
治
療
法
、
正
常
分
娩
、
経
済

的
理
由
に
よ
る
人
工
中
絶
、
健

康
診
断
、
予
防
注
射
、
労
災
保

険
の
対
象
に
な
る
場
合
等

◇
制
限
の
あ
る
も
の　

け
ん
か
、

　

泥
酔
に
よ
る
も
の
、
医
師
や
保

険
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
、

　

犯
罪
や
故
意
に
よ
る
も
の

◇
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

･

０
歳
〜
未
就
学
児
…
２
割

･

７０
〜
７４
歳
…
２
割
（
昭
和
１９
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

は
１
割
。
生
年
月
日
を
問
わ
ず

　

現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

･

右
記
以
外
の
方
…
３
割

　

保
険
給
付
に
は
給
付
を
受
け
る

た
め
に
被
保
険
者
が
村
へ
申
請
す

る
必
要
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
療
養
費
の
支
給

　

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
使
わ
な

い
で
受
け
た
診
療
や
、
骨
折
等

で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

た
場
合
、
医
師
が
認
め
た
は
り

･
灸
･
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
、
コ
ル

セ
ッ
ト
等
の
補
装
具
代
、
輸
血

の
生
血
代
、
旅
行
中
の
海
外
で

の
診
療
等
は
、
医
療
費
を
全
額

自
己
負
担
し
た
後
に
、
申
請
に

よ
り
自
己
負
担
割
合
に
応
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
出
産
育
児
一
時
金

　

被
保
険
者
が
分
娩
（
妊
娠
１２
週

以
上
の
死
産
･
流
産
を
含
む
）

し
た
と
き
に
次
の
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

･

分
娩
を
し
た
医
療
機
関
等
が
産

科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て

い
て
、
妊
娠
２２
週
以
上
の
場
合

…
４２
万
円

･

右
記
以
外
…
４０
万
４
千
円

▼
葬
祭
費

　

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

　

喪
主
の
方
に
５
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
交
通
事
故
等
の
と
き

　

事
故
等
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で

も
、
届
出
に
よ
り
国
保
で
診
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
示
談
を
結
ん
で
し
ま

　

っ
た
場
合
等
、
国
保
が
使
え
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
示
談
の

前
に
は
必
ず
国
保
へ
連
絡
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
高
額
療
養
費
の
支
給

　

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
額

が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医

療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
と
、

医
療
機
関
へ
の
支
払
額
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
高

額
な
医
療
費
を
一
時
的
に
立
て

替
え
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
認
定
証
も
、
事
前
に

村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
の

方
に
は
認
定
証
を
交
付
出
来
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
給
付

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
で
は
、

対
象
と
な
る
事
由
に
対
し
て
様
々

な
給
付
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

「
保
険
給
付
」
と
い
い
ま
す
。

お問合せ

国保年金課国保係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６

国民健康保国民健康保険

　国民年金は、年をとったとき、病気やケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったとき
に、現役世代みんなで支えようという考えで作られた制度です。

◎国民年金保険料の納め方　国民年金保険料は、納付書での現金納付のほかに口座振替、クレジット
カード、電子納付ができます。納めた国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。

＊保険料は前納がお得です　口座振替、クレジット納付は申込みが必要です。申込書には、基礎年金
番号の記入が必要になりますので、年金手帳や納付書でご確認ください。また口座振替申出書には
金融機関届出印の押印が必要です。申込後に開始通知書が送付されますので、開始月を確認し、そ
れ以前の保険料については納付書で納付してください。※支払方法によって割引額は異なります。

◎付加年金制度　保険料に加えて月額４００円の付加保険料を納めると、老齢基礎年金と合わせて付加
年金を受けとれます。付加年金額（年額）は、付加保険料納付月数×２００円です。

◎学生納付特例制度　学生の方は、本人の前年所得が一定額以下の場合、申請により保険料の納付が
猶予されます。申請の際には学生証等の在学期間を証明するものが必要です。

◎免除制度　経済的な理由により保険料を納めることができない場合、保険料を全額免除または一部
免除することができます。免除の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間（受給資
格期間）に含まれます。

◎追納制度　学生納付特例や免除等の承認を受けた期間がある場合、国民年金保険料を全額納付した
ときに比べ将来受け取る老齢基礎年金が少なくなります。減額された年金受取額を補うため、免除
の承認を受けた期間の保険料は１０年以内であれば、過去１０年にさかのぼって納めることができます。

◎詳細　日本年金機構ホームページ http://www.nenkin,go.jp/

■問合せ　土浦年金事務所☎０２９－８２５－１１７０
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身体障害者手帳・療育手帳をお持ちでない場合でも、要介護認定により、障がい者（重度）に準ずる高齢

者の方は障害者控除を受けることができます。この場合、介護保険用の「主治医意見書」により障がい者

控除を受けるための認定書を発行しますので、詳しくは役場福祉介護課へお問い合わせください。

医師が発行した「おむつ使用証明書」と領収書を提出することにより、医療費控除の対象となります。

◎次のすべての要件に該当する方については、村が発行する「確認書（無料）」を「おむつ使用証明書」に
　代えることができます。

・おむつ代について医療費控除を受けるのが２年目以降。

・要介護認定を受けている。

・要介護認定で使用された主治医意見書の作成日が、おむつを使用した当該年（認定期間が１３カ月以上

　の人は当該年またはその前年）であること。

・要介護認定で使用された主治医意見書の「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）が『Ｂ１、Ｂ２、
　Ｃ１またはＣ２』」と記載されていて、なおかつ「尿失禁の発生可能性が『あり』」であること。

介護サービスや介護予防サービスを利用したときの自己負担額は、その一部または全額が医療費控除の

対象となる場合があります。なお、医療費控除を受ける際には、事業者発行の領収書が必要になります。

　介護保険料や介護サービスを利用した際にかかる費用等の一部は、「所得税の確定申告」および「村県民税

の申告」の際に所得控除の対象となります。控除の種類と、申告に必要な書類等は次のとおりです。

次の書類を提出することによって、社会保険料控除の対象となります。

【普通徴収の方】窓口支払いの方は領収書。口座振替の方は役場収納課で無料で発行する納付額証明書。

【特別徴収（年金天引き）の方】年金の源泉徴収票。（平成３０年１月下旬に年金支給先から郵送）

※高額介護サービス費により補填された分は、医療費控除の対象から除かれます。

※すべての介護保険サービスについて、特別な居住費、特別な食費は医療費控除の対象とはなりません。

対象となるサービス 医療費控除の対象になる額

・自己負担額（介護サービス費用の１割または
　２割）

・滞在費（居住費）および食費の全額

・①と併せて利用した場合のみ自己負担額（介
　護サービス費用の１割または２割）

・滞在費（居住費）および食費は対象外

・自己負担額（介護サービス費用の１割または
　２割）

・滞在費（居住費）および食費の全額

・自己負担額（介護サービス費用の１割または
　２割）の２分の１

・滞在費（居住費）および食費の２分の１

居
宅
サ
ー
ビ
ス

施
設
サ
ー
ビ
ス

居宅療養管理指導、訪問看護、訪問リハビリテ
ーション、通所リハビリテーション、短期入所
療養介護（介護老人保健施設または介護療養型
医療施設でのショートステイ）　　…………①

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設（老人保健施設）
介護療養型医療施設（療養病床等）

訪問介護（生活援助中心型を除く）、訪問入浴介
護、通所介護、認知症対応型通所介護、短期入
所生活介護（ショートステイ）　　　…………②

介護保介護保険

お問合せ

福祉介護課介護保険係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１３・１３２・１３５

介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！介護保険料（１月～１２月の１年間分）は、「社会保険料控除」に！

要介護認定による障がい者認定で、「障害者控除」を！要介護認定による障がい者認定で、「障害者控除」を！

おむつ代金は、「医療費控除」に！おむつ代金は、「医療費控除」に！

介護保険サービス利用料も、「医療費控除」に！

「所得税の確定申告」
　　　　　「村県民税の申告」

「所得税の確定申告」
　　　　　「村県民税の申告」

介護保険と介護保険と
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申告をする必要のある方申告をする必要のある方

《開設場所》役場庁舎２階会議室

《受付時間》※役場の開庁時間は午前８時。

◎午前の部　午前８時～１１時

　　　　　（午前８時４５分申告相談開始）

※午前の部の受付は、時間の関係上４０人までと

させていただきます。午前１１時前でも４１人目

以降は午後の部の受付となります。

◎午後の部　午前１１時～午後４時

　　　　　（午後１時３０分申告相談開始）

《受付方法》役場２階・階段上の受付簿に名前を

記入し、右手奥の休憩室でお待ちください。

◇給与所得者で次に該当する方

・勤務先の事業所から「給与支払報告書」が美浦村に送付されない方

・年の途中で退職後就職しなかった方、就職した会社で前職の収入を含めた年末調整を受けなかった方

等、所得税が清算されていない方

・２カ所以上から給与を受けた方

・給与以外の所得があった方

※給与以外の所得が２０万円以下の場合は確定申告は不要ですが、住民税申告は必要です。

◇事業所得（農業・営業等）や不動産所得、配当所得、雑所得等がある方

◇医療費控除等を受けようとする方

◇収入がなくても住民税申告が必要な方（収入または所得０の申告）

・所得や扶養等の状況に制限のある公的サービス等を受けるため、それに関する証明等を必要とする方

※申告書を提出されない場合は、非課税証明書等の発行ができません。

・国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方

※国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の課税や軽減、高額療養費の適用等に必要です。

・医療福祉制度（マル福）や児童扶養手当等を受給される方

◇公的年金等を受給されている方で次に該当する方

・公的年金等に係る所得のみの方で、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されている控除以外の各種控

除の適用を受けようとする方

※日本年金機構等の年金保険事業者に扶養親族等申告書を提出しなかった方が扶養控除を受けようとす

る場合には、申告が必要です。

・公的年金等に係る所得以外に所得がある方

※公的年金等の収入額合計が４００万円以下で、それ以外の所得が２０万円以下の場合は確定申告は不要で

すが、住民税申告は必要です。

扶養者の所得および重複について確認を！

　年末調整や申告において自己の扶養者とした方の

所得金額が３８万円を超える場合には、扶養控除を外

すための申告が必要です。また、同一の扶養者を家

族内等で重複して扶養者としている場合も、その扶

養者を自己の扶養者とする一人以外は扶養控除を外

すための申告が必要ですので、扶養者の所得金額お

よび家族内等での扶養者の内訳をご確認ください。

年少扶養親族（１６歳未満）がいるときは申告を！

　住民税の非課税限度額の算定に加算されるため、

確定申告および住民税申告の際には、必ず年少扶養

親族についても申告してください。

扶養者の所得および重複について確認を！

　年末調整や申告において自己の扶養者とした方の

所得金額が３８万円を超える場合には、扶養控除を外

すための申告が必要です。また、同一の扶養者を家

族内等で重複して扶養者としている場合も、その扶

養者を自己の扶養者とする一人以外は扶養控除を外

すための申告が必要ですので、扶養者の所得金額お

よび家族内等での扶養者の内訳をご確認ください。

年少扶養親族（１６歳未満）がいるときは申告を！

　住民税の非課税限度額の算定に加算されるため、

確定申告および住民税申告の際には、必ず年少扶養

親族についても申告してください。

所得税の確定申告と

村県民税の

申告相談を実施します

所得税の確定申告と

村県民税の

申告相談を実施します

※土・日・祝日を除く。ただし２月

　２５日（日）午前中は開設します。

※土・日・祝日を除く。ただし２月

　２５日（日）午前中は開設します。

２月１６日（金）～３月１５日（木）２月１６日（金）～３月１５日（木）

平成２９年分所得税および復興特別所得税、

住民税（平成３０年度課税分）申告

平成２９年分所得税および復興特別所得税、

住民税（平成３０年度課税分）申告

　次の内容の申告をされる方は、役場での受

付はできませんので直接竜ケ崎税務署での申

告相談をお願いします。

・青色申告、過年分の確定申告、準確定申告、修

正申告および更正の請求等

・分離課税制度の所得（土地・建物・株式等の譲

渡所得、配当所得、利子所得、先物取引に係る

所得等）がある方

・損益通算および繰越損失額の控除を行う方

・雑損控除（災害・盗難による損害等）がある方

・居住の用に供した年分の住宅借入金等特別控除、

特定増改築等住宅借入金等特別控除等がある方
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医療費控除の申告医療費控除の申告

　ご自身または同一生計のご家族のために支払っ

た医療費がある場合は、右の算式によって計算し

た額を医療費控除として所得から差し引くことが

できます。

◎（イ－ロ）－ハ＝医療費控除額

　イ…その年中に支払った医療費の合計額

　ロ…保険金等で補てんされる金額

　ハ…「１０万円」または「所得金額の合計額

　　　の５％」のうち、少ない方の金額◇医療費控除の申告に必要なもの

・医療費控除の明細書

※平成２９年分の確定申告から、医療費の領収書の提出が不要となり（おむつ使用証明書、在宅介護費用

証明書等の医師等が発行した証明書は除く）、代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要となり

ました。なお、税務署から記入内容の確認を求められる場合がありますので、領収書は５年間保存す

る必要があります。（平成３１年分の確定申告までは従来通り領収書の添付・提示でも可）

※診療を受けた人、病院・薬局ごとに整理し（領収の日付が平成２９年中であることを必ず確認）、事前に

金額を集計しておいてください。

・保険金等から医療費に補てんされた金額がある場合は、補てん額のわかる書類

　適切な健康管理のもとで医療用医療薬品からの代替を進める観点から、一定の取組（人間ドック、予

防接種、がん検診、定期健康診断等）を行う個人が平成２９年１月１日以降にスイッチＯＴＣ医薬品を購

入した場合、その年中に支払った合計額の１万２千円を超える部分の額（上限８万８千円）について、そ

の分の控除を受けることができるようになりました。

※セルフメディケーション税制の適用を受ける場合は従来の医療費控除を受けることはできません。

◇セルフメディケーション税制の申告に必要なもの

・一定の取組を行ったことを明らかにする書類（領収書や結果通知表）

※ただし、一定の取組に対して支払った金額は対象になりません。

・セルフメディケーション税制の明細書

※薬局等の支払先の名称・医薬品の名称・支払った金額を整理し（領収書の日付が平成２９年中であるこ

とを必ず確認）、事前に金額を集計しておいてください。なお、領収書の提出は不要ですが、記入内容

の確認を求められる場合がありますので、５年間保存する必要があります。

　マイナンバーの記載と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。次のものをお持ちください。

※マイナンバーは、申告者本人だけでなく控除対象配偶者・扶養親族（１６歳未満も含む）・事業専従者の

ものも必要です。

◎マイナンバーカードを持っている方　マイナンバーカード

◎マイナンバーカードを持っていない方

・番号確認書類　通知カード、住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載がある
もの）のいずれか一つ

・身元確認書類　運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳等のいずれか一つ

※写真表示のない身元確認書類（公的医療保険の被保険者証、年金手帳等）の場合は二つ必要です。

申告の際に必要なもの申告の際に必要なもの

・印鑑（スタンプ式でないもの）

・申告者名義の金融機関の口座番号等がわかるもの※口座引き落としによる納税や還付金の手続に必要。

・源泉徴収票（給与･年金等）、支払調書等、収入の額がわかるもの

・事業所得、農業所得、不動産所得等を申告される方は収支内訳書※収支内訳書用紙は税務署、役場税務

課にあります。申告の際には、必ず事前に帳簿、領収書等を整理・集計して収支内訳書を作成されて

から持参してください。

・社会保険料等の支払証明書（健康保険料、国民健康保険税、国民年金保険料、後期高齢者医療保険料等）

・一般生命保険料、介護医療保険料、個人年金保険料、地震保険料の控除証明書

・医療費控除を受ける場合、明細書や控除額を証明できるもの、保険金等による補てん額がわかるもの

マイナンバーが必要ですマイナンバーが必要です

医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）

◎ここまでの問合せ　役場税務課☎０２９－８８５－０３４０（内線１０９・１２０）
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　所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設します。会場は大変混雑するため、長

時間お待ちいただく場合や受付を早めに締め切る場合があります。

◇会場　竜ケ崎税務署別館１階会議室

◇期間　２月１６日（金）～３月１５日（木）

※土・日を除きます。ただし、２月１８日（日）と２５日（日）は開場します。

◇時間　受付　午前８時３０分開始

　　　　相談　午前９時～午後５時

◇注意事項

・確定申告会場の開設前は、相談スペースが限られており、長時間お待ちいただく場合があります。

・申告書の作成には時間を要しますので、午後４時頃までにお越しください。なお、相談内容が複雑な

場合は、午後３時までにお越しください。相談が午後５時を過ぎる場合には、再度お越しいただく場

合があります。

・毎年駐車場が大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。

税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

所得税の確定申告所得税の確定申告

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」（http://www.nta.go.jp）をご利用いただくと、自宅

等で確定申告書が作成できます。書面で印刷して送付するか、ｅ－Ｔａｘで送信（事前に準備が必要）のい

ずれかの方法でご提出ください。

確定申告書は自宅で作成できます確定申告書は自宅で作成できます

《確定申告書等作成コーナーの操作等に関する問合せ》

　ｅ－Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスク☎０５７０－０１－５９０１

※月～金曜日受付（土・日・祝日・１２月２９日～１月３日を除く）

《確定申告等に関する問合せ》

　竜ケ崎税務署☎０２９７－６６－１３０３（自動音声案内）

まずは電話にてお問い合わせくださいまずは電話にてお問い合わせください

※自衛官候補生（採用予定月の１日現在で１８歳以上２７歳未満の者）は年間を通じて募集しています。

自衛官等募集案内自衛官等募集案内自衛官等募集案内

□問合せ　自衛隊茨城地方協力本部龍ケ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１

上記以外にも各種の募集があります。また、急遽募集内容等が変更される場合があります。

詳細については自衛隊茨城地方協力本部龍ケ崎地域事務所までお問合せください。

※ホームページにも募集情報を掲載しています。（http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/）

防衛大学校学生（後期）防衛大学校学生（後期）防衛大学校学生（後期）

（技能）（技能）（技能）

受験資格 受付期間

１８歳以上３４歳未満の者

１８歳以上で、国家資格等に応じて

３６歳～５５歳未満の者

１８歳以上２１歳未満の高等学校卒業者

または中等教育学校卒業者

（卒業見込含）

高等専門学校第３学年時修了者

（修了見込含）

１月２０日（土）　 　 ～

１月２６日（金）

※締切日必着

１月９日（火）　 　 ～

４月６日（金）

※締切日必着

試験期日

４月１４日～１８日の

うち指定する１日

１次：２月１７日

２次：３月９日

予備自衛官補予備自衛官補予備自衛官補

（一般）（一般）（一般）



1313

・寒く、空気が乾燥する冬は、低温・低湿度を好むウイルスにとって最適な環境です。夏より長く生存で

きるようになるため、感染力が強くなります。

・空気が乾燥していると咳やくしゃみの飛沫が小さくなり、飛沫に含まれたウイルスが遠くまで飛びやす

くなるため、感染範囲が拡大しやすくなります。

・寒さのため人の免疫力が低下します。また夏場ほど水分を積極的にとらなくなり体内の水分量も少なく

なりがちです。結果、体内外の乾燥によって本来は粘液でウイルスの侵入を防いでいる鼻やのどの粘膜

が痛みやすくなり、ウイルス感染を起こしやすくなります。

・手洗い・うがい　普段何気なく触っているところにも病原体が付着している可能性があり、その病原体

は手を介して口や鼻、目などの粘膜から体内へ侵入し感染します。石けんを使ったこまめな手洗いで感

染の機会を減らしましょう。外出直後のうがいも効果的です。（正しい手洗いについては裏表紙を参照）

・咳エチケット　咳やくしゃみを他の人に向けて発しない。咳やくしゃみが出る時は出来るだけマスクを

する。手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時はすぐに手を洗うようにしましょう。

・換気・湿度管理　室内の空気中に病原体を停滞させないよう、こまめに窓を開けて換気を行うことも大

切です。またウイルスは乾燥した空気を好むため適度な湿度を保ちましょう。

・予防接種　インフルエンザ予防にはワクチン接種も有効です。ワクチンを接種しても感染する可能性は

ありますが、症状が比較的軽くすみます。

健やかづくり健やかづくり

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

正しく理解して予防しましょう！正しく理解して予防しましょう！

冬は感染症の季節です冬は感染症の季節です

冬に感染症が流行しやすい理由は

冬の感染症予防の基本は、手洗いやうがいなど日常生活での対策が中心です

休日当番医
診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

２　

月

１　

月

あみ小林クリニック

宮 本 病 院

阿見

稲敷

１４日

（日）

なるしま内科医院

坂本耳鼻咽喉科医院

まつばらウィメンズクリニック

角崎クリニック

阿見

稲敷

阿見

稲敷

１１日

（日）

４日

（日）

森脇整形外科

古 橋 医 院

阿見

稲敷

１２日

（月）

阿見第一クリニック

江 戸 崎 眼 科

阿見

稲敷

２１日

（日）

☎０２９‐８８８‐２２００

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８８７‐３５１１

☎０２９‐８９２‐０２６２

おおさわ眼科

宮 本 病 院

阿見

稲敷

☎０２９‐８４３‐７２７２

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８６９‐４８２０

☎０２９‐８９２‐２６２７

☎０２９‐８３０‐５１５１

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎０２９‐８４３‐７８８８

☎０２９９‐７８‐３７７０

２８日

（日）

・２歳児歯科健診　２月６日（火）

　対象：平成２７年１２月～平成２８年１月生

・４カ月児健診　２月１９日（月）

　対象：平成２９年１０月生

・１歳６カ月児健診　２月５日（月）

　対象：平成２８年６月～７月生

２月の乳幼児健診

《受付》

　午後１時～１時４５分

疾患名 流行時期 主な症状

インフルエンザ １１月～２月頃

１１月～２月頃

突然の高熱（３８℃以上）、頭痛、筋肉痛、関節痛、のどの痛み、

鼻水、嘔吐、下痢等

感染性胃腸炎ノロウイルス １１月～１月頃 吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、微熱（３８℃以下）等

感染性胃腸炎ロタウイルス ２月～４月頃 嘔吐、下痢、腹痛、高熱（３８℃以上）等

ＲＳウイルス感染症 発熱、鼻水等。重症化すると喘鳴、呼吸困難等

広報みほ　平成３０年１月号

ぜんめい
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　　：わいわいタイム　◇対象　未就学児
　火～金曜日：午後３時３０分～３時４５分

　　：お楽しみタイム　◇対象　未就学児
　月曜日、第１・３土曜日：午前１１時１５分～、火・

　水・金曜日：午後２時４５分～（５～１５分程度）

ぴよ：ぴよぴよサロン　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん　火曜日午前１０時～１１時３０分
　＊月に一度、保健師、助産師、栄養士による「育児相談（　）」を行っています。

エン：エンジョイ子育て　◇対象　未就学児
　金曜日午前１０時～１１時３０分

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｈ２７４．２～Ｈ２８．４．１生）

　水曜日午前１０時～１１時３０分

プチ：ぴよぴよプチ　◇対象　２カ月～９カ月、妊婦さん　木曜日午後１時３０分～１時５０分

子育て支援センターは、未就学児とその保護者が一緒に遊んで交流できる場です。子育て情報

の提供、子育てに関する相談等を通じて子育て支援を行っています。お気軽にご利用ください。

おも：おもちゃ図書館
◇対象　未就学児・障がいのある方

　第２・４土曜日：午前１０時～１１時３０分

子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時３０分～午後６時（日曜・祝日休館）
問合せ　

２月の子育てひろば

プチ

プチぴよ

おも

月 火 水 木 金 土日

５

２４２３２２２１

２８

２０

２７

１９１８

４ ６

１７１６１５１４１３１２１１

２６

プチ

１０

エン

エン

よち

よち

よち

ぴよ

ぴよ

１ ３２

２５

エン おも

よち

子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ子育て支援センターからのお知らせ

【日時】２月３日（土）午前１０時３０分～１１時３０分

【講師】ＮＰＯ法人子連れスタイル協会
　　　　伊東貴子さん

【対象】妊婦さん・ベビーカーを
　　　　使用している方

【定員】２０組（申し込み不要）

【問合せ】子育て支援センター

８７ ９

プチ エン

　赤ちゃんとのおでかけにはコツがあります。

これからお母さんになる皆さんや子育て真っ最

中の皆さんが、少しラクになるような「おでか

けのコツ」をお伝えします。

＊１月中は福笑い・すごろく・こま等手作りの

　遊び道具を出しています。

　寒い冬は、暖かな子育て支援センターで遊び

ませんか？

　子育て支援センター内は床暖房なので、足元

が温かく、お子さんは裸足でも遊べます。

　お気に入りのおもちゃを探して、親子や祖父

母の方とゆったりした時間をお過ごし下さい！
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□問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課☎０２９７－６４－３７４１

□問合せ　龍ケ崎地方衛生組合☎０２９７－６４－１１４４
項　　目 収入済額 構成比 項　　目

歳　入　合　計 歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

支出済額 構成比

－

分賦金及び負担金 議 会 費

使用料及び手数料 総 務 費

消 防 費

県 支 出 金 公 債 費

財 産 収 入 予 備 費

繰 入 金

諸 収 入

組 合 債

３，７８１，７０９ １，９７４９０．５％ ０．１％

８，６５０ １３２，５９７０．２％ ３．２％

３，７９０，４７９ ９１．６％

５１

２１０，８９８

０．０％

寄 附 金 ０

５．１％

８８，６９９

０

３，８４４

６６，８５７

０．１％

繰 越 金 １．６％

２．１％

７，５５２ ０．２％

国 庫 支 出 金 ３２，８２７ ０．８％

１８９，４００ ４．５％

４，１７９，５８９ １００．０％ ４，１３５，９４８ １００．０％

項　　目 金額 割合 項　　目

歳　入　合　計 歳　出　合　計

歳　　　　　入 歳　　　　　出

金額 割合

分担金及び負担金 議 会 費

使用料及び手数料 総 務 費

衛 生 費

公 債 費

財 産 収 入

予 備 費

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

３，６２９８６．７％

０．５％

０．７％

１８４，３７１４．６％

１８２，３４８ ３７．３％

２４．３％

３７．７％

１１８，９０２

０．１％

０

２４，８０７

２，９３５

２７０

４４，０６２ ８．１％

０

４７０，５９３

５４２，６６７ １００．０％ ４８９，２５０ １００．０％

１１，７４４ １１，０２４１２１，０３０ １２１，０３０

歳　入会　計　名 歳　出 歳　入会　計　名 歳　出

老人ホーム特別会計老人ホーム特別会計 水防事業特別会計水防事業特別会計

（単位：千円）

（単位：千円）

～平成２８年度一般会計・特別会計決算状況～～平成２８年度一般会計・特別会計決算状況～

（単位：千円）一般会計一般会計

一般会計一般会計

特別会計特別会計

～平成２８年度一般会計決算状況～～平成２８年度一般会計決算状況～

龍ケ崎地方衛生組合龍ケ崎地方衛生組合

稲敷地方広域市町村圏事務組合稲敷地方広域市町村圏事務組合

－

－

－
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お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

みほふれ愛プラザ

子育て支援センター

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光 と 風 の 丘 公 園

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

デイサービスセンター

老人福祉センター

シルバー人材センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－６５１１

同上プラザ内

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－８８８５

☎８８５－７０８０

☎８８６－０００７

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

※局番は０２９

受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

　

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

《
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
》

１
平
成
２７

年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
方

２
戦
没
者
等
の
子

３
戦
没
者
等
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、

　

姪
等
）

◇
申
込
方
法　

掛
金
を
持
参
の
上
、

役
場
生
活
環
境
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
を
記
入
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期

限
が
近
付
い
て
い
ま
す
。
請
求
期

限
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
。
お
早
目
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象
者　

平
成
２７

年
４
月

１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
平
成
３０

年

度
の
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
（
広
報
本

号
と
と
も
に
各
戸
配
付
お
よ
び
役

場
生
活
環
境
課
窓
口
に
配
置
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
共
済
掛
金　

大
人
９
０
０
円
、

　

４
月
１
日
現
在
で
中
学
生
以
下

の
方
５
０
０
円

◇
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

３１

年
３
月
３１

日

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故　

共
済

期
間
中
に
国
内
の
道
路
上
で
起

き
た
死
傷
事
故

◇
見
舞
金　

最
高
…
死
亡
１
０
０

万
円
、
最
低
…
治
療
実
日
数
３

日
以
上
２
万
円　

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

◇
請
求
期
限　

４
月
２
日
（
月
）

◇
支
給
内
容　

額
面
２５

万
円　

５

年
償
還
の
記
名
国
債

◇
請
求
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課
援
護
担
当

　

平
成
２９

･
３０

年
度
に
美
浦
村
が

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
･
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
物
品

・
役
務
等
の
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
追
加
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
次
の
要
領
で

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
木
）
〜

２
月
１５

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
土
･
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
申
請
方
法　

美
浦
村
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
役
場
企
画

財
政
課
で
配
布
し
て
い
る
申
請

要
領
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
提
出
方
法
は
原
則
「
郵

送
の
み
」
と
し
ま
す
。
持
参
の

場
合
は
受
け
取
り
の
み
に
な
り

ま
す
。

◇
受
付
･
問
合
せ　

役
場
企
画
財

政
課

　

茨
城
県
内
に
お
い
て
農
機
の
盗

難
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
大
切
な

機
械
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
田
畑
に
機
械
を
放
置
し
て
お
か

　

な
い
。

②
鍵
は
必
ず
抜
く
。

③
保
管
し
た
倉
庫
に
は
必
ず
鍵
を

か
け
て
お
く
。

　

キ
ー
を
抜
い
て
も
安
心
は
で
き

ま
せ
ん
。
あ
る
程
度
の
知
識
が

あ
れ
ば
直
接
バ
ッ
テ
リ
ー
電
源

を
ス
タ
ー
タ
ー
に
接
続
し
て
エ

ン
ジ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

④
市
販
の
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
。

　

倉
庫
の
中
に
あ
っ
て
も
安
心
せ

ず
、
盗
難
防
止
用
チ
ェ
ー
ン
で

し
っ
か
り
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
保
証
書
を
保
管
し
、
形
式
や
車

体
番
号
を
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
万
が
一
に
備
え
、
Ｊ
Ａ
の
自
動

車
共
済
（
車
両
）
ま
た
は
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

※
自
動
車
共
済
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

美
浦
村
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
追
加
受
付　

県
民
交
通
災
害
共
済

戦
没
者
等
の
ご
遺
族

の
皆
さ
ま
へ

農
機
の
盗
難
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
！
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農
ビ
・
農
ポ
リ
の

適
正
回
収
を
行
い
ま
す

稲
敷
広
域
事
務
組
合
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

　

茨
城
県
で
は
、
豊
富
な
知
識
・

経
験
・
技
能
等
を
持
つ
高
齢
者
が

様
々
な
地
域
活
動
に
活
躍
で
き
る

よ
う
、
元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。

　

元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
方
は
、「
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ

ー
」
と
し
て
、
県
内
様
々
な
団
体

等
の
依
頼
に
応
じ
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

長
年
培
っ
た
も
の
を
地
域
の
た

め
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
。

◇
詳
細
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
法

人
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
茨

城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

９

－

２
４
３

－

８
９
８
９

　

県
内
５
地
域
に
、
そ
れ
ぞ
れ
概

ね
１
０
０
名
の
委
員
会
を
設
置
し
、

高
齢
者
自
ら
健
康
・
生
き
が
い
づ

く
り
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
企

画
・
実
施
し
ま
す
。

◇
対
象　

県
内
在
住
の
概
ね
６０
歳

以
上
の
方
で
、
委
員
会
の
活
動

に
出
席
で
き
る
方
（
条
件
あ
り
）

◇
任
期　

平
成
３０
年
４
月
〜
平
成

　

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、
平
成
３０
年
５
月
１
日

か
ら
平
成
３１
年
４
月
３０
日
ま
で
に

発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
･
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
物

品
購
入
お
よ
び
役
務
提
供
等
の
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
入
札
参
加
希
望
者

は
必
ず
資
格
審
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

平
成
３０
年
２
月
１

日
（
木
）
〜
３
月
３１
日
（
土
）

※
窓
口
は
土
･
日
、
祝
日
を
除
く
。

◇
受
付
･
問
合
せ　

稲
敷
地
方
広
域

市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務
局
管

理
課
☎
０
２
９
７－

６
４－

３

７
４
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
:

//w
w
w
.in
a
sh
ik
i-k
o
u
ik
i.jp
/)

　

村
で
は
、
使
用
済
み
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収

を
行
い
ま
す
。
排
出
事
業
者
単
位

で
回
収
委
託
者
と
の
契
約
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
回
収
日

等
、
詳
細
は
後
日
お
申
込
み
い
た

だ
い
た
農
家
の
方
宛
て
に
通
知
い

た
し
ま
す
。

◇
回
収
で
き
る
も
の　

遮
光
シ
ー

ト
、
カ
ン
レ
イ
シ
ャ
、
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
、
肥
糧
袋
、
苗
箱
等

※
濃
ビ
、
農
ポ
リ
は
分
別
す
る
こ
と
。

◇
回
収
で
き
な
い
も
の　

糸
入
り

農
ビ
、
マ
イ
カ
線
、
畦
シ
ー
ト
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
そ
の
他
の
特

殊
資
材
、
ホ
ー
ス
類
等
の
一
部
、

変
色
し
た
ビ
ニ
ー
ル
や
保
存
状

態
の
悪
い
も
の
等

◇
回
収
日　

２
月
下
旬

※
申
請
者
に
後
日
連
絡
し
ま
す
。

◇
場
所　

稲
敷
農
協
旧
安
中
支
店
、

　

茨
城
か
す
み
農
協
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー

◇
委
託
先　

（
公
社
）
農
林
振
興
公
社

◇
費
用　

登
録
料

：

１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
、
回
収
料

：

濃
ビ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
５
円
・
農
ポ
リ

１
ｋ
ｇ
当
た
り
２５
円

◇
申
込
期
限　

１
月
３１
日
（
水
）

※
回
収
日
当
日
の
申
込
み
は
不
可
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

平
成
３０
年
１０
月
に
実
施
さ
れ
る

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
先
立

ち
準
備
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の

調
査
で
は
、
統
計
調
査
員
が
巡
回

し
、
住
宅
お
よ
び
住
宅
以
外
で
居

住
施
設
の
あ
る
建
物
を
確
認
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課

　

地
域
に
体
操
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
、
子
ど
も
た
ち
の
体
操
・
新
体

操
の
演
技
発
表
を
中
心
に
、
保
護

者
と
指
導
者
が
一
丸
と
な
っ
て
開

催
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
日
本
体
育

大
学
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
の
皆
さ
ん

の
躍
動
感
あ
る
演
技
と
、
賛
助
出

演
に
安
中
小
学
校
縄
文
太
鼓
ク
ラ

ブ
の
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
１１
日
（
日
）
午
後
１

時
開
場
、
１
時
３０
分
開
演

◇
会
場　

美
浦
中
学
校
体
育
館

◇
問
合
せ　

体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
事
務
局
☎
０
２
９－

８
８
５

－

７
７
７
１

３２
年
３
月
末

◇
応
募
締
切　

２
月
２８
日
（
水
）

※
先
着
。

◇
詳
細
・
問
合
せ　

茨
城
わ
く
わ

く
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
県
社
会
福

祉
協
議
会
内
）
☎
０
２
９

－

２

４
３

－

８
９
８
９
、
茨
城
県
長

寿
福
祉
課
☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
３
２
６

　

県
で
は
、
納
期
内
（
５
月
末
日
）

に
納
付
さ
れ
て
い
る
多
く
の
県
民

の
皆
さ
ま
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
自
動
車
税
未
納
者
に
対
し
て

財
産
差
押
等
の
滞
納
処
分
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
納
付
が
お
済
み
で

な
い
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
土
浦
県
税
事

務
所
収
税
第
三
課
☎
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

１１月の発電量

累計（今年度）

１５５，８１５

２，０３９，０４５

（単位：ｋＷｈ）

（１１月１日～３０日）

１１月３０日現在死者ゼロ継続１５７日

発生件数

負傷者数

死者数

３

　３

０

年累計

（　２３　）

（　２９　）

（　　１　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

元
気
シ
ニ
ア
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

ジ
ョ
イ
ナ
ス
み
ほ
体

操
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
宅
･
土
地
統
計
調
査

準
備
調
査
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百

人
委
員
会
委
員
募
集

自
動
車
税
の
滞
納
処
分

強
化
中
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※
当
日
の
み
専
用
（
臨
時
）
の
電
話

番
号
で
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
青
年
司
法
書
士

協
議
会
☎
０
２
９

－

８
０
１

－

０
４
７
２

　

新
卒
者
を
含
む
若
年
者
や
、
離

職
中
の
求
職
者
を
対
象
に
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

複
数
の
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
会
う
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　

１
月
２５
日
（
木
）
午
後
１

　

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

※
午
後
１
時
受
付
開
始
。

◇
会
場　

茨
城
県
土
浦
合
同
庁
舎

　

第
１
分
庁
舎
３
階
第
３
会
議
室

◇
対
象
者　

卒
業
予
定
者
（
専
門

学
校
・
短
大
・
大
学
）
を
含
む

若
年
者
や
求
職
者

◇
問
合
せ　

い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９－

８
２
５－

３
４
１
０

　

い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予
防

を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

参
加
を
希
望
す
る
障
が
い
者
の

方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
龍
ケ
崎
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
８
日
（
木
）
午
後
１

時
〜
３
時
３０
分

※
午
後
０
時
３０
分
受
付
開
始
。

◇
場
所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

　

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８

－

１
）

◇
主
催　

茨
城
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
土
浦
・
常
総
・
石
岡
・

龍
ケ
崎
、
茨
城
県

◇
申
込
・
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
龍
ケ
崎
☎
０
２
９
７－

６
０

－

２
７
２
７

　

茨
城
県
の
公
式
サ
イ
ト
「
い
ば

キ
ラ
Ｔ
Ｖ
」
で
は
、
県
内
高
校
生

が
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
中

心
に
動
画
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

無
料
動
画
投
稿
サ
イ
ト
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
に
『
い
ば
キ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
』

と
入
力
し
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

躍
動
す
る
高
校
生
の
姿
に
出
会
え

ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
広
報
広
聴
課

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

２
１
２
９

　

毎
日
通
学
で
き
な
い
方
で
も
学

べ
る
通
信
制
（
単
位
制
）
の
高
校
で

す
。
幅
広
い
年
代
の
生
徒
が
在
学

し
て
い
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

・

一
般
入
学
（
新
入
学
）

　

３
月
１３
日
（
火
）
〜
２６
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・

編
入
学
・
転
入
学

　

３
月
７
日
（
水
）
〜
１２
日
（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
立
水
戸
南
高

等
学
校
（
通
信
制
）
〒
３
１
０－

０
８
０
４
水
戸
市
白
梅
２－
１０

－

１０
☎
０
２
９－

２
４
７－
４

２
８
４
（
通
信
制
職
員
室
）
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.m
i

to
m
in
a
m
i-h
.ib
k
.e
d
.jp
/)

　

稲
敷
地
域
医
療
連
絡
協
議
会
は
、

「
街
の
保
健
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ

ー
看
護
部
の
看
護
師
に
よ
る
健
康

相
談
で
す
。
健
康
に
関
す
る
相
談

と
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
血

管
年
齢
測
定
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
２０
日
（
土
）
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分

◇
会
場　

地
域
交
流
館
み
ほ
ふ
れ

愛
プ
ラ
ザ

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

　

常
陽
銀
行
委
嘱
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日
時　

１
月
２５
日
（
木
）
午

前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

浦
支
店
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

２
９
１
５

　

茨
城
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で

は
、
茨
城
県
司
法
書
士
会
と
共
催

に
て
、
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
お
よ
び
通
話
料
無
料
、
秘

密
厳
守
、
事
前
予
約
不
要
で
す
。

◇
日
時　

１
月
２８
日
（
日
）
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◇
電
話
番
号　

０
１
２
０

－

０
５

２

－

０
８
８

動
で
す
。
電
話
と
い
う
手
段
で
対

話
し
、
悩
み
を
か
か
え
る
方
の
支

え
に
な
っ
て
下
さ
い
。

◇
募
集
期
間　

２
月
１
日
（
木
）
〜

５
月
７
日
（
月
）

◇
応
募
資
格　

い
の
ち
の
電
話
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
下
さ
る
２３
歳
以

上
の
方

◇
募
集
人
数　

４０
名
程
度

◇
研
修
機
関　

つ
く
ば
市
周
辺

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
い
の
ち

の
電
話
事
務
局
☎
０
２
９

－

８

５
２

－

８
５
０
５

美浦村商工会だより美浦村商工会だより

美浦村商工会会員事業所が、地域交流館みほふれ愛

プラザ前に出店いたします。ぜひお越しください。

◎日時　２月３日（土）午前１０時～午後４時（荒天中止）

□問合せ　美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０

みほふれ愛プラザ商工出店会

街
の
保
健
室
を
開
催

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

元
気
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会

県
立
水
戸
南
高
校
通

信
制
課
程
生
徒
募
集

茨
城
い
の
ち
の
電
話

相
談
員
募
集

全
国
一
斉
生
活
保
護

１
１
０
番

障
害
者
就
職
面
接
会

（
県
南
会
場
）

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
高
校
生
の
雄
姿
を
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

※事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日

午前９：００～午後４：００

電話
相談

毎週水・金曜日

午前９：００～午後４：００

来所
相談

弁護士による法律相談

※事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

※２月１日（木）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

１月１５日（月）・２月１９日（月）

午後１：００～３：００

地域交流館みほふれ愛プラザ

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

２月２１日（水）

午後１：３０～４：００

２月５日（月）・１９日（月）

午後１：００～３：００

１月２６日（金）
午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
実
施
。

※
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
。

※
１
月
は
延
長
日
を
第
３
・
第
５

水
曜
日
に
変
更
し
ま
す
。

◇
１
月
・
２
月
の
実
施
日
時　

１

月
１７
日
・
３１
日
、
２
月
１４
日
・

２８
日
、
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
の
発

行
、
印
鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
交
付
、
戸
籍
届
書
の
預
か
り

※
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
平
日
の
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予
約

い
た
だ
け
れ
ば
、
土
・
日
・
祝
日

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

１
〜
３
月
の
第
２
日
曜
日
実
施
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
１
月
・
２
月
の
実
施
日
時　

１

月
１４
日
、
２
月
１１
日
、
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０
分

◇
カ
ー
ド
申
請
の
お
手
伝
い　

マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
カ
ー

ド
の
申
請
を
す
る
お
手
伝
い
を

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日

交
付
・
申
請
補
助

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

１月の納税

村 県 民 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

※納期限は１月３１日（水）です。

（４期）

（７期）

（７期）

し
ま
す
（
写
真
撮
影
無
料
）
。
次

の
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

兼
電
子
証
明
発
行
申
請
書

・

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
写
真
付
き
公
的

身
分
証
明
書
）

※
写
真
付
き
公
的
身
分
証
明
書
が

な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
等
２
点
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

「
働
き
た
い
」
あ
と
一
歩
を…

あ

な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

就
労
の
意
欲
は
あ
り
な
が
ら
、

自
信
が
な
く
あ
と
一
歩
が
踏
み
出

せ
な
い
、
退
職
後
ブ
ラ
ン
ク
が
長

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
ま
た
働
き

た
い
、
就
活
は
し
て
い
る
が
な
か

な
か
決
ま
ら
な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
抱
え
る
方
々
の
就
労
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
ず
は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１
月
２５
日
（
木
）
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時

◇
会
場　

み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
２

階
研
修
室

◇
対
象　

１５
歳
〜
３９
歳
ま
で
の
若

者
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方

◇
主
催　

い
ば
ら
き
県
南
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
後
援

：

美
浦
村
役
場
経
済
課
）

◇
問
合
せ　

い
ば
ら
き
県
南
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０

２
９

－

８
９
３

－

３
３
８
０
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://sa

p
o

su
te

-tsu
k
u
b
a
.jp

/)

〔
村
へ
〕

○
匿
名
１
件　

９
７
０
８
円

〔
村
内
小
学
校
へ
〕

○
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
塚

本
光
司
代
表
）　

１５
万
円
（
各

校
５
万
円
）

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
塚

本
光
司
代
表
）　

食
品
保
温
・

保
冷
コ
ン
テ
ナ
２
台

○
匿
名
２
件　

使
用
済
切
手
、
使

用
済
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
堀
越
キ
ヌ
子
様　

７
７
８
９
円

○
陶
美　

５
０
０
０
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

善　
　

意

●
　

●
　

●
　

●
　

●

就
労
支
援
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
相
談
会
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しています。

再生紙を使用

２月１７日（土）午前１０時 ～ 正午

みほふれ愛プラザ２階研修室

多くの皆さんの参加を

お待ちしております

多くの皆さんの参加を

お待ちしております

議会報告会を開催します議会報告会を開催します議会報告会を開催します

　美浦村議会では、平成２７年６月に制定した美浦村議会基本条例に基づき、「住民に開かれた議会」

「住民参加を促進する議会」「住民に身近な信頼される議会」の実現を目指し、議会活性化に向けた取

り組みを進めています。

　このたび、最近の村の事業や議会改革の取り組みをご報告させていただくとともに、広く村民の

皆さんの貴重なご意見を頂戴し、今後の議会活動に反映させるため、「議会報告会」を開催します。

■問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内線３０１・３０２）■問合せ　議会事務局☎０２９－８８５－０３４０（内線３０１・３０２）

※調査等が必要な質問については、事前に事務局までお知らせください。

※参加については、事前の申し込みは不要です。

議会報告会

の概要

◎常任委員会からの報告

◎議会改革の取り組みについて（議員の定数、報酬について）

◎議会に関する意見交換会

さらに詳しい情報は…

正しい手の

洗い方

正しい手の

洗い方

手洗いの前に・爪は短く切っておきましょう・時計や指輪は外しておきましょう

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かし

ます。

マメに手洗い、マメにマスクでインフルエンザ予防！ インフル　厚労省 検索

流水でよく手をぬらした後、石けん

をつけ、手のひらをよくこすります

手の甲を伸ばすようにこすります。 指先、爪の間を念入りにこすります。

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじり洗いします。 手首も忘れずに洗います。

「手洗いポスター」（厚生労働省）を加工して作成
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